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クロロホルム蒸気通気による水溶液中の疎水性溶質の
ポリテトラフルオロエチレンフィルム表面への濃縮
実政勲⑪，栃原拓夫，出口俊雄＊
(1989年３月７日受理）
水に溶けている無電荷金属錯体及び多環芳香族炭化水素をポリテトラフルオロェチレン（テフロン）
製フイルムの表面に濃縮する方法を提案した．クロロホルム（ｌＯｍｌ）を入れた試験管と試料水溶液（約
500ｍl）を入れたガラス製筒型分液漏斗を空気ポンプを組み込んで連結する．水面にテフロン製シール
テープ（厚さ０１ｍｍ，幅１．．３ｃｍ）を浮かべ，クロロホルム蒸気を一定時間，水中に通気・循環する．
水相を分液漏斗から排出させ，分液漏斗壁及びテープを５ｍlのクロロホルムで洗浄し溶質を溶離する．
鉄(、)-8-キノリノール（オキシン）錯体では，１０及び２０ｃｍ長のテープ共存下１時間の通気で，そ
れぞれ８９及び９６％が漏斗壁とテープからの合計として回収された．ニッケル(Ⅱ)-ジメチルグリオキ
シム錯体では，長さ１０ｃｍテープ共存下１時間の通気で３２％しか回収されず，通気時間を２時間に
しても回収率は６２％にとどまった．又，テープを長くしても回収率の向上は認められなかった．しか
し，再抽出操作（10ｃｍテープ，１時間通気）を４回繰り返すことによって回収率は７６％に達した．
アントラセンではＬ５時間の通気で８９％，ナフタセンでは1時間の通気で９２％が，分液漏斗壁とテー
プ（長さ４０ｃｍ）からの合計として回収された．ナフタセンの場合，クロロホルム蒸気の代わりに，空
気を３０分間，通気・循環するだけで，８３％が漏斗壁とテープ（40ｃｍ）から回収された．ナフタレン
は，その揮発性のために回収率が低い．
い、第二に，テフロン材表面の有機溶媒被膜層が，多量
の水溶液と接触している間に，水中に溶け出されてはな
らない．すなわち，有機溶媒は，独立した相となるほど
多量であってはならないが，テフロン材表面を一定の厚
みで覆うために絶えず補給されていなければならない．
この相反する要求を満たし，従来の溶媒抽出法の持つ簡
便さを損うことなく，疎水性溶質をテフロン材表面に捕
そくすることを試みた．
ここでは，無電荷金属錯体と多環芳香族炭化水素を対
象とした．前者に属するものとして鉄(ⅡI)-8-キノリ
ノール(オキシン）錯体とニッケル(Ⅱ)－ジメチルグリ
オキシム錯体を，後者に属するものとしてベンゼン核
2,3,4個が直線型に縮合したナフタレン，アントラセ
ン及びナフタセンを選んだ．
ｌ緒□
水溶液中の疎水性溶質を濃縮する方法として溶媒抽出
法が広く用いられている．最近では，濃縮効率を高める
目的で疎水性充てん剤（AmberliteXADあるいはＣ－ｌ８
化学結合型）を詰めたカラムが用いられているが，から
試験値が高く，充てん剤の前処理を必要とする')．
テフロンは，それ自体，疎水性であり，疎水性溶質を
その表面に吸着する．この性質は，従来，テフロンとい
う材質の持つ欠点として認識されていたが2)，逆に，こ
の性質が水溶液中の疎水性溶質の濃縮に利用できれば，
テフロン材は新しい濃縮媒体となる可能性がある．しか
し，現実には，テフロン材を単に水溶液と接触させるだ
けでは，溶質を効果的に捕そくすることは期待できな
い．これを可能にするための一つの工夫は，適当な有機
溶媒をテフロン材の表面に薄い層としてあらかじめ保持
させ，その有機溶媒層に水溶液中の疎水性溶質を抽出す
ることである．その際，二つの問題がある．第一に，有
機溶媒層が独立した相として水中に存在してはならな
２実験
２．１試薬及び試料の調製
試薬は特に断らないかぎり市販特級品（和光純薬工
業）を用いた．
鉄(111)-オキシン錯体水溶液：硫酸鉄(、）アンモニ
ウム゛二十四水和物の０．１Ｍ（Ｍ＝ｍｏｌｄｍ－３）塩酸水溶＊熊本大学理学部化学科：８６０熊本県熊本市黒髪2-39-1
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液とオキシンの酢酸水溶液とから合成した錯体を120°Ｃ
で乾燥した後，その－定量を０．１Ｍ塩酸に溶かし，
1.80×10~４Ｍ鉄(111)－オキシン錯体水溶液とした．そ
の５ｍｌを500ｍlの水に加え，２Ｍ酢酸ナトリウム水
溶液ｌＯｍｌを添加し，試料水溶液とした．
ニッケル(Ⅱ)‐ジメチルグリオキシム錯体水溶液：硫
酸ニッケル水溶液に６Ｍ塩酸を加えて酸性とし，１％
ジメチルグリオキシムのエタノール溶液を加えて８０°Ｃ
の水浴上で錯体を合成する．錯体を115°Ｃで乾燥後，
その－定量をクロロホルムに溶かし，錯体として
3.98×１０－４Ｍとなるようにした．そのＬ５ｍｌを６Ｍ
アンモニア水でｐＨｌＯとした５１５ｍlの水に加え試料水
溶液とした．
多環芳香族炭化水素水溶液：ナフタレン（関東化
学)，アントラセン（標準品)，ナフタセン（東京化成工
業，無規格）のそれぞれ1.4×10-3Ｍ，2.0×10-5Ｍ，
6.6×10~7Ｍクロロホルム溶液を調製し，ナフタレンと
アントラセンではｌｍｌ，ナフタセンでは２ｍｌを５１５ｍｌ
の水に加え試料水溶液とした（クロロホルムは５００ｍｌ
の水に常温で２７ｍl溶解するので試料水溶液中にはク
ロロホルム相は現れない)．
ﾆニピ
了
Fig.１Schematicdiagramusedtoconcentratehy‐
drophobicsolutes
A：chIorolbrm（ｌＯｍｌ）placedintest-tube（２８
ｃｍｉｄ.×25ｃｍ)；Ｂ：trap（2ｃｍｉｄ.×１８ｃｍ)；
Ｃ：aqsamplesolution（500ｍl）placedin
separatoryhmnel（6.5ｃｍｉ､..，600ml
capacity)；Ｄ：Teuonfilm（0.ｌｍｍｔｈｉｃｋ，Ｌ３
ｃｍｗｉｄｅ)；Ｐ：Vitondiaphragmair-pump
UwakiCo.,AP-032Z）２．２テフロン製フィルム
疎水性溶質を捕そくする媒体として市販のテフロン製
シールテープ（幅１３ｍｍ，厚さ0.1ｍｍ，販売元ニチア
ス）を適当な長さに切って用いた．ナフタセンの回収実
験では，から試験値を抑えるために，テープの両面をク
ロロホルムで湿らせたlFi紙でぬぐった．
イルターNo.ｌ）を通して発生させながら分液漏斗を装
置に接続する．分液漏斗中で細かい気泡が連続して発生
するように単巻変圧器の電圧を加減する（流量は毎分
lOO-500ml程度)．
一定時間通気した後，ポンプを止め，分液漏斗を下方
にずらし，水相を分液漏斗から排出させ，クロロホルム
5ｍlでテープと分液漏斗壁を洗う．クロロホルム溶離
液は無水硫酸ナトリウムで脱水した後，ナフタセンを除
き，それぞれの最適波長で吸光度を測定する：鉄(Ⅲ)‐
オキシン錯体，４７０ｎｍ；ニッケル(Ⅱ)－ジメチルグリオ
キシム，３７０ｎｍ；ナフタレン，２８３ｎｍ；アントラセン，
２５４，ｍ、ナフタセンは励起波長446.7ｎｍ，発光波長
４７９１，ｍで蛍光強度を測定する．
Ｆｉｇ．１のＢの試験管はクロロホルムの飛まつが分液
漏斗に混入するのを防ぐトラップとして用いる．クロロ
ホルム蒸気を通気・循環することによって，水相は５
分以内でクロロホルムで飽和され，水相中にはクロロホ
ルムの液滴は認められない．
試料水溶液を入れた分液漏斗を装置に接続した後で空
気ポンプを作動させた場合，溶質の回収率が幾分低下す
る傾向が見られた．この原因は不明であるが，ガラスフ
２．３装置
吸光度は日立100-50型分光光度計で，蛍光は日本分
光FP-770分光蛍光光度計で，いずれも光路長１０ｍｍ
の石英セルを用いて測定した．有機溶媒蒸気を循環する
のにイワキ製空気ポンプ（バイトンダイヤプラム付き，
AP-O32Z）を用いた．
２．４濃縮装置と実験操作
２本の試験管（Ａ：２．８ｃｍｉ､ｄ×25ｃｍ，Ｂ:２ｃｍＬｄ
×１８ｃｍ)，筒型分液漏斗（6.5ｃｍｉｄ・容量６００ｍl）及
び空気ポンプをＦｉｇ．１に示すようにガラス及びテフロ
ン製チューブ（６ｍｍｉｄ.）で連結する．約ｌＯｍｌのク
ロロホルムを試験管（Ａ）に入れる．分液漏斗を装置か
ら取り外し，約500ｍlの試料水溶液を分液漏斗に入
れ，水面にテフロンテープを浮かべる．空気ポンプを作
動させクロロホルム蒸気を球形のフイルター（ガラスフ
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Table RecoveriesliPom515mlaq・soIutionsto
glasswareandTeHonmm（1.3×４０ｃｍ）
aRerone-hourcirculationofair
Recovery，％
－－
Glassware Aq
andlllm phase
Recovery，％Solute(amountadded/ｍCl） Solutea）
Glasswareb）Ａｑｐｈａｓｅ
Fe(1m)-oxinate(9.00×10-7）
Ni(Ⅱ)-dimethylglyoximate
（597×１０－７）
Naphthalene(1.4×10-6）
Anthracene(２０×10-8）
Naphthacenc(1.3×１０~9)↑
５．４
１３．４
92.5
82.7
Fe(1m)-oxinate ↑９１０－１０２
＊１２７～319
１９．７
*１７９
１１７．７
:ｔｌ３
10.1～6.3
76.6-56.8
74.5
73.4
78.8
45
0
17
84(83）
5９
６６
４(O）
Ｎｉ(Ⅲ)-.imethyl-
glyoximate
Anthracene
↑Recoveriesafierq5-hourcirculatｉｏｎｏｆａｉｒａｒｅ
ｓｈｏｗｎｉｎｔｈｅｐａｒｅｎｔｈeses．
a)Ｔｈｅａｍｏｕｍａｄｄｅｄｉｓｔｈｅｓａｍｅａｓｔｈａｔｓｈｏｗｎｉｎ
ＴａｂｌｅＬｂ)Solutcswcrelbundtobeconcentratｅｄ
ｏｎｔｈｅｐａｒｔｏｆｔｈｅｇｌａｓｓｗａｒｅｉｎｃontactwiththetop
surflceo「samplesolutionThedataspecifiedby
signswereobtainedusingglasswarecleanedas
lbllows：↑，washedonlywithwateraRerrepeated
uselbrrecoverｙruns；＊,washedcareMlywithde‐
tergentsolution;lnlledovernightwithchromic
acidmixture．
イルターの内部及び表面での溶質の吸着が関係している
と思われる．
２．５回収率の測定
テープ及び分液漏斗壁からの回収率は，それぞれの溶
質の既知量を溶かして調製したクロロホルム溶液（標準
溶液）の吸光度あるいは蛍光強度を溶離液のそれと比較
して求めた．
水相中の残存率は，テープを取り出した後の水相（廃
液）を別の分液漏斗に移し，ｌＯｍｌのクロロホルムで抽
出して求めた．クロロホルム抽出液の吸光度あるいは蛍
光強度は，試料水溶液と等容量の純水をＦｉｇ．１の装置
を用いてクロロホルムで飽和させた後，標準溶液ｌＯｍｌ
を加えて抽出したものと比較した．ＦｉｇｌのＡにクロ
ロホルムを入れずに空気のみを循環した実験も行った．
この場合，試料水溶液と等容量の純水に標準溶液ｌＯｍｌ
を加えて抽出したものと比較した
繰り返し実験による回収率及び残存率の相対標準偏差
は６％であった．
３．２テフロンテープを共存させずにクロロホルム蒸
気を通気した場合
テフロンテープを共存させずに，クロロホルム蒸気を
１時間通気・循環したときの分液漏斗壁からの回収率を
三つの溶質を対象にして調べた．結果をＴａｂｌｅ２に示
す．鉄(、)-オキシン錯体は，他の二つの溶質に比べ，
漏斗壁に捕そくされやすい．漏斗壁（おそらく壁面の微
細孔）に吸着・残留しているクロロホルム相が影響して
いるものと思われる．残留クロロホルムは洗剤（中性）
による洗浄だけでは完全に取り除くのが難しく，漏斗壁
からの回収率は残留相の多寡に依存して変動するものと
考えられる．繰り返し使用した漏斗は，時々クロム酸混
液を一晩満たして，洗浄するのが望ましい．しかし，
テープと漏斗壁からの溶質の合計量を測定するかぎり，
使用に先立って，漏斗を洗剤で十分に洗浄すれば，漏斗
壁に補そくされやすい溶質であっても，特に問題とはな
らない．
３結果
３．１テフロンテープ共存下で空気のみを通気した場
合
本研究で対象とした五つの溶質について，空気のみを
1時間通気・循環し，分液漏斗壁とテフロンテープから
の合計回収率を調べた．結果をＴａｂｌｅｌに示す．ナフ
タセンの回収率が極めて高いのは，大きな表面積を有す
る平面分子であるこの溶質の高い吸着能に起因すると考
えられる．
３．３テフロンテープ共存下でクロロホルム蒸気を通
気した場合
対象とした五つの溶質の回収率をＴａｂｌｅ３に挙げ
る．
３．３．１鉄(111)-オキシン錯体クロロホルム蒸気
を１時間通気すると，ほぼ定量的に分液漏斗壁とテー
プから回収される．回収率はテープが長くなると若干向
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Table3RecoveriesfiPom515mlaqsolutionstoglasswareandTeHonfllmaRercirculationofchlorofbrmvapoｒ
Recovery，％Lengthof
fllma)/c、
Oirculation
time/ｈ Glassware
andfilm
Aq
phase
Solute(amountadded/ｍCl）：Ｆｅ(ⅡI)-oxinate(９．００×１０￣7）
１０１８８．８
２ ９５ ７
３０１１０１
Solute(amountadded/ｍCl)：Ｎｉ(Ⅱ)-dimethylglyoximate(597×１０－７）
１０１３２０
２６１．８
２０１３４ ６
３ ８．２
４０l428
Solute(amountaddcd/ｍCl)：naphthalene（１４×１０~6）
４００．５０
１１１
４０、１．５２５
０２３１
Solute(amountadded/ｍCl)：anthracene(２０×10~8）
101６１
１０２ ０
４００．５７２
１８５
４０１．５８９
２７８
Solutc(amountadded/ｍCl)：naphthacene（１３×１０－９）
４００．５７５
１９２
４０２７５
1０．２
９．５
５
70.0
32.5
70.3
63.0
58.0
６
０
３
６
５
２
５
７
７
８
５
１
１
２
２
０
a)ＴｅＨｏｎＨｌｍ(seal-tape)OTO・ｌｍｍｔｈｉｃｋａｎｄＬ３ｃｍｗｉｄｅ．
テープからの合計回収率は７３％であった．
３．３．３ナフタレン漏斗壁とテープからの合計回
収率は最高でも３１％と低く，しかも，廃液中の残存率
との合計が１００％より著しく小さい．これは，この溶
質が水相から気相中に揮発しやすいためである．
３．３．４アントラセン回収率は１０ｃｍのテープ
よりも４０ｃｍのもののほうが高い．４０ｃｍのテープを
用い，クロロホルム蒸気を1.5時間通気したとき最高の
回収率（89％）が得られた．通気時間が長くなりすぎる
と，１１１１収率が低下する傾向が認められる．これは，この
溶質の揮発によるものと思われるが，揮発性はナフタレ
ンに比べて低い．
３．３．５ナフタセンアントラセン同様，通気時間
が長くなりすぎると，回収率が低下する傾向が認められ
る．４０ｃｍのテープを用い，クロロホルム蒸気を１時
間通気したとき最高の回収率（92％）が得られた．
上するが，実用上，２０ｃｍで十分である．この溶質は漏
斗壁に吸着されやすいので，テープに選択的に捕そくし
ようとする際は，漏斗の洗浄に注意する必要がある．
３．３．２ニッケル(Ⅱ)一ジメチルグリオキシム錯体
回収率は，クロロホルム通気時間を１時間から２時
間に延ばすと向上するが，それでも，鉄(IⅡ)-オキシン
錯体に比べ，著しく低い．回収率はテープ長さ（10～４０
ｃｍ）にはほとんど依存しない．
この溶質については，溶媒抽出法で用いられている再
抽出を実施した．クロロホルム蒸気を１時間通気・循
環した後，10ｃｍのテープをピンセットで取り出し，新
たに別の同一長さのテープを試料水溶液に入れ，クロロ
ホルム蒸気を再び１時間通気する．この操作を，試料
水溶液を取り替えることなく，合わせて４回繰り返
す．４本目のテープを取り出した後，水相を排出させ，
漏斗壁に捕そくされている溶質と廃液中に残存している
溶質を別々に定量した．結果をＴａｂｌｅ４に示す．４本の
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質の濃縮に関与していることが分かった．濃縮媒体とし
て用いるテフロン材は水面に浮くものでなければならな
い．テフロン製小球（直径２～３ｍｍ）を試料水溶液中
に沈めた実験を行ったが，球を重量で最大５０９に増や
しても，溶質の回収率は極めて低かった．テフロン材と
して，ここではシールテープを用いたが，そのほかに，
多孔質薄膜のような材質も有望と思われる．
ＴａｂｌｅｌとＴａｂｌｃ２のアントラセンの結果から分かる
ように，通気過程での揮発性溶質の試料水溶液からの損
失は，テフロンテープの存在によって，ある程度防がれ
るが，ナフタレンのような揮発性の高い溶質には本濃縮
法は適用できない．又，メチレンブルーと過塩素酸イオ
ンを用いた予備実験の結果，イオン対抽出の対象となる
溶質は本法による濃縮が期待できないことが分かった．
Table4SuccessiveextractionofNi(Ⅲ)-dimethyl‐
ｇｌｙｏｘｉｍａｔｅｔｏａｌＯ－ｃｍＴｅＨｏｎＨｌｍａＲｃｒ
one-hourcirculationofchlorobrmvapor↑
Recovery，％Extraction
No． Film GlasswareAqphase
3２．０
２４．０
１１．３
６．１
２
３
４
２３ 2６．５
TTheamountofthesoluteadded：５９７×１０~7ｍｏＬ
Ｓａｍｐｌｅｖｏｌｕｍｅ：５１５ｍＬＳｉｚｅｏｆＴｅＨｏｎＨｌｍ：0.ｌ
ｍｍｔｈｉｃｋ，ｌ３ｃｍｗｉｄｅ、Everylhofchlorolbrm
vaporCirculation，ｔｈｅＴｅＨｏｎＨｌｍｗａｓｒｅｐｌａｃｅｄｂｙａ
ｎｅｗone、ARerthelburthextraction，ｔｈｅsolutewas
recoveredseparatelyli･omtheglasswareandwaste
aqphase． 文献
l）Ｇ、AJunk，ＭＪ．Ａvery,ＪＪ、Richard：Ａ"α/、
Ｃ此れ.,60,1347（1988）
2）ＤＫ､Keeley,ＭＡ・HolliQauir,Ｊ､Ｒ・Meriwcther：
Ａ"ｕＬＣ耐加.,58,1259（1986)．
3）Ｅ､BSandell,HOnishi：`抑10/０m`jricA！`mzj"α/jo〃
ｑ／刀α``Ｊｑ／加仙，Ｃ`"ｅｍＭＷａｓ"，ｐｐ，３７５，４２２
（1978)，(JohnWiley＆Sonslnc.,NewYork)．
４考察
ＴａｂｌｅｌとＴａｂｌｅ３を比較すると，本研究で対象とし
た溶質（ナフタセンを除く）を濃縮するうえで，クロロ
ホルム蒸気を通気するのが有効であることが分かる．ク
ロロホルムの代わりにベンゼン蒸気を通気しても，クロ
ロホルムの場合とほぼ同じ結果が得られた．水相中に高
濃度に存在し（25°ＣでｌＯＯｇの水にクロロホルムは
0.829,ベンゼンは０１６９溶ける)，常に補給されてい
る有機溶媒分子がテフロン材（及び分液漏斗壁）の表面
を覆い，有機溶媒の薄い層から成る液相を形成し，溶質
はこの相と水相との間で分配されると考える．すなわ
ち，本濃縮法は通常の溶媒抽出の機構によって説明され
る．
無電荷金属錯体であっても，鉄(1m)‐オキシン錯体の
ように回収率の高いものとニッケル(Ⅲ)‐ジメチルグリ
オキシム錯体のように１回の操作では満足できる回収
率が得られないものとがある．これは有機溶媒と水との
間の溶質の分配係数の大小に関係しているものと考えら
れる．有機溶媒としてクロロホルムを用いたときの分配
係数は，前者のｌ×105に対して，後者は４×１０２と著
しく小さい3)．分配係数の小さい溶質を１回の操作で定
量的に濃縮するには，テフロンテープを種っているクロ
ロホルム層の厚みが不足しているものと思われる．分配
係数の大小とテフロンテープへの抽出されやすさとの相
関関係については今後，検討するつもりである．
鉄(Ⅲ)-オキシン錯体の着色部位の観察から，分液漏
斗の器壁のうち試料水溶液の液面と接する部分のみが溶
☆
Concentrationofhydrophobicsolutesinwateron
polytetrafluoroethylenefilmbycirculatingchloro‐
fbrmvaporincIosedsystem、IsaoSANEMAsA，Takuo
TocHIHARAandToshioDEGucHＩ（DcpartmentofChemis‐
try，FacultyofScience，ＫｕｍａｍｏｔｏUniversity，2-39-1,
Kurokami,Kumamoto-shi,Ｋｕｍａｍｏｔｏ860）
Anewmethodtocollecthydrophobicsolutesdissolved
inwatcronthesurlaceofpolytetraHuoroethylene（Tef
lon）lilmisproposcd；Atest-tubc（2.8ｃｍi､..×25ｃｍ）
containinglOmlo「chlorolbrmandacylindricalsepara-
torylilnnel（6.5ｃｍｉ,ｄ,600mlcapacity）ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ５００
ｍｌｏｆａｑｓａｍｐｌｅｓｏｌｕｔionwereconnectedtogetherwitha
VitondiaphragmairpumpATeHon-seal-tapeofsuit-
ablelength（Olmmthick，Ｌ３ｃｍｗｉｄｅ）wasplacedon
thewatersurhhce・Thechlorobrmvaporgeneratedby
bubblingairwasdispersedthroughtheaqphaseujaa
sinteredglassballandcirculatedintheclosedsystem、
Ｔｈｅａｑ・phasewassaturatedwithchlorofbrmwithout
anyexcesschlorolbrmintheliquidstate・Alieronｅ－ｔｏ
[wo-hourcirculationofthechlorolbrmvapor，theaq
solutionwasdrainedoutoftheseparatorylimnelanda5
mlportionofchlorolbrmwaspouredintothehlnnelto
rinsethelilmlellandtheglasswarewalLAshydropho‐
bicsolutes,Ｆｅ(1m)-8-hydroxyquinolate,Ｎｉ(11)-dimethyl‐
glyoximate，naphthalene，anthraceneandnaphthacene
wereexaminedRecoveriesofFe(Ⅲ)-8-hydroxy‐
quinolatewerequitesatisflctory：８９ａｎｄ９６％werereco-
244 ＢＵＮＳＥＫＩＫＡＧＡＫＵ ＶｏＬ３９（1990）
ｖｅｒｅｄｂｙｕｓｉｎｇａｌＯａｎｄａ２０ｃｍｌｅｎｇｔｈｏflilm，respec-
tively，afterone-hourcirculationofchlorofbrmvapor・
TherccoveryofNi(11)-dimethylglyoximatewas
unsatisfactory：ｏｎｌｙ３２ａｎｄ６２％ｗｅｒｅｒｅｃｏｖｅｒｅｄｂｙｕｓ－
ｉｎｇａｌＯｃｍｌｅngthoffilm，afterone-andtwo-hourcir-
culation，respectivelyForthissolute，however，succes-
siveextractioncanbeappliedtoimprovetherecovery、
Ｂｙｕｓｉｎｇａ４０ｃｍｌｅｎｇｔｈｏｆｆｌｌｍ，８９％oftheanthracene
and92％ofthenaphthacenewererecoverdafterL5-
andone-hourcirculation，respectively・Inthecaseof
naphthacene，８３％wasrecoverdfomthe40cmlong
filｍａｎｄｔｈｅｇｌａｓｓｗarebycirculatingair，insteadofchlo-
rolbrmvapor，ｆｂｒＯ､５ｈ．Therecoveryofnaphthalene
wasquiteunsatisftLctorybecauseofitshighvolatility、
Themechanismofthepresentconcentrationmethodmay
besimilartothatofconventionalsolventextractiｏｎ：
chlorofbrmmolecules，beingsuppliedcontinuouslytothe
aqsolution，coverthesurfaceoftheTeHonfilmandthe
glasswaretofbrmathinorganicsolventlayerwhich
takespartinｔｈｅpartitionofhydrophobicsolutes・
Soluteswerelbundtobeconcentratｅｄｏｎｔｈｅｐａｒｔｏｆｔｈｅ
ｇｌａｓｓｗａｒｅｉｎｃｏｎｔａｃｔｗｉｔｈｔｈｅｔｏｐｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅｓａｍｐle
solution・TheTeHonmaterialtobeusedfbrthepresent
purposeshoulｄｂｅｓｕｃｈｔｈａｔｉｔｆＩｏａｔｓｉｎｗａｔｅｒ．
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